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１ マンパワー不足の実情は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 清水地区民への安全対

策は 

 

 平成 23 年３月 11 日の東日本大震災後の復旧、復

興に向け、宮城県内被災各市町は一路で進んでおり

ますが、本町における現状と実情について伺います。 

(１) 現在、在籍している役場職員は何人ですか。 

   町内居住者数と町外（みなし仮設等含む）居

住者数。派遣職員数と臨時職員数は。 

   また、緊急雇用で採用された臨時職員数と職

務内容の実情は。 

(２) 平成 25 年３月 31 日付けで退職する職員の再

雇用の必要性をどう考えますか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 伊勢、清水地区は、がれきの一次処理場の役割を

果たし、がれきは少しずつ減量していますが、再生

計画でかさ上げ、危険地域の指定、特例ながらの新

築有りと。 

 また、清水地区で家屋が残存している方々も、現

地でのリフォーム再建へ心を固めた様子ですが、次

の点について伺います。 

(１) 民間工事請負業者現場事務所の今後の申請予

定は。 
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(２) 民間宿泊施設設置の運営上、公有地の借地条

件はありますか。 

(３) 居住者増加に対して、交通安全、住民への防

犯対策の検討はしていますか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 


